
地域の地域による地域のための⼩⽔⼒利⽤
水車プロジェクトで地域を元気に！

①吉野町 中竜門地区 地域防災・道の駅の再生 等
②川上村 北塩谷地区 地域の魅力づくり・動力利用をめざして
③山添村 的野地区 滝の風景を楽しめる場づくりと防災
④吉野町 龍門地区 獣害から田畑を守れ！電気柵接続実験
⑤桜井市 箸中 車谷地区 昔の動力水車の風景・未来へつなぐ水車

吉野小水力利用推進協議会
事務局 岸田かおる

プロジェクトの始まり〜現在〜未来へ

ＧｏＴｏ脱炭素セミナー全国都道府県めぐりｉｎ奈良



基本コンセプト：エコでヒューマンな⾃⽴できる村づくり

〇製品のコストダウンで
価格競争力を高める
〇製品・材木販売促進
〇新たな付加価値商品へ

exバリアフリーなバーカウンター

一般材・良質材の販売促進へ波及

◎小水力発電関連・鉄工所等
◎製材所・木工や家具
◎農産物加工・販売
◎新しいエネルギーの研究開発
◎新ビジネスのインキュベーション

定住促進・雇用の創出

需要先：製材

需要先：木工・農産
物加工

未利用ダム等の
資源を活用

他の再生可能
エネルギーの活用
ベストミックス検討

◎森林整備・間伐等
と連動して取り組む
山の保水力を高め、
川の流量を増加

小水力機器
木工・家具・住宅等
農産物加工・販売等

エコでオシャレな住宅開発
Iターン、若者の定住促進
「ミニミニ工業団地」

農産物加工等
の電力利用

小水力
スマートグリッド

電力自給村

地域のつながり
自然環境への
意識が高まる

①吉野町



吉野の水車プロジェクト これまでの経過全体

2012年9月
三茶屋地区「恋の谷」で見つかった
約40年前の猪よけ水車が持ち込ま
れ、これを復活しようと吉野町小水
力利用推進協議会準備会発足。
殿川・三茶屋２地区で取り組み始ま
る。

2012年11月 殿川地区の課題

「高齢者が安心して暮らせる村」
を実現するための水車を製作。
灯りが高齢者を勇気づけた。

2014年3月
「水車の里」とし「て三茶屋エ
コ・え～ね館の再生」実現。

普段から活用できる地域の
防災拠点としても機能させた。

2013年1月
吉野小水力利用推進協議会発足。
三茶屋でワークショップが開催され
る。（水車の発電回路設計は殿川地
区が支援）

波
及

2014年10月
防災目的２連水車設置。
身障者用の多目的公衆
トイレの外灯が目的。

2013年6月
三茶屋で直径3ｍの木製
水車が完成。

①吉野町



２０１３年１０月
三茶屋木製水車の発電による灯りが災害救援

の車両の集結に役立った！

• 三茶屋の駐車場は、効率の悪
い外灯の電気を節約するため
８時で消灯されていました。

• LEDの外灯を設置し水車の発
電で点灯した夜、近くの国道
で土砂崩れが起こり、緊急車
両がこの灯りの周りに結集で
きました。

• この後町営の外灯は夜間消
灯することはなくなりました。

• 住民手作りの水車が行政を動
かし、地域の安全安心を実現
できました。

①吉野町



奈良県内で広がる水車プロジェクト
基本的な考え方
「地域の、地域による、地域のためのマイクロ水力利用」

（活動の内容）
・水車利用の目的を明確にする
・水車は地域で作る
・水車は手に入れやすい材料で作る

（水車の目的）
・道具としての利用
・防災としての利用

・用水路の管理を通じて地域インフラを維持する源としての利
用
・地域の担い手のモチベーションを奮起する材料としての利用
・地域のデザインの核としての利用

伏見工業高校 チームRosso Spiral より



川上村 北塩谷地区

水車設置予定場所の検討

大滝ダム

簡易水道

②川上村



②川上村 川上村 北塩谷地区

ダム湖周りの観光まちづくり・動力利用も



山添村 的野地区③山添村

奈良高専の先生・学生に
よる発電機のメンテナンス



山添村 的野地区
木製水車と地域の交流の場づくり

③山添村



2019獣害対策を水車による発電で！

農業の課題解決としての小水力利用

用水路の余水を捨てている水を利用
２つのHUBダイナモ発電機で実験

④吉野町



交流を直流に変換する回路製作
④吉野町

交流を直流に変換する回路も地域で

電気柵にバッテリー端子を接続



HUB
ダイナモ
発電機

整流回路 電気柵

交流発電機
6V ×2個 =12V

交流→直流 直流

１２Ｖ

バッテリー

HUBダイナモ２(～３個)の発電の場合

１２Ｖ

乾電池 １．５V×８
直列（「＋」→「－」）
接続 1シーズン3回交換

出力 ２．４W×２＝４．８W

水車

水車

発電機

発電機

自転車の発電機（ハブダイナモ）利用の発電のしくみ



⑤桜井市 箸中地区 車谷
～水車の風景の再生をめざして～

⑤桜井市



⑤桜井市 箸中地区 車谷
～地域の歴史の再発見とエネルギーづくりへ～

⑤桜井市

かつての水争い
の場「三分一」 挽いた小麦の「と

おし」の再現

動力部分の再生

地域に残る水車で加工し
た精密機械の部品



～水車を通じて見えてくること～

• 地域の資源である水や木を使って、電力、燃
料等を楽しく生み出す取り組みは、人と人、
地域と地域、都市と農村の新たなつながりを
生み出します。

• 多様なエネルギーを作り出すのは人の力。
地力と連携を作り出すもの。

• 身近な水からエネルギーを取り出す取組は、
地域づくりや農村づくりの道具としての歴史を
伝えながら、次世代にどう引き継いでいく
か・・ということを意識していきたいと思います。


